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　　浜松市上下水道部次長

＼惣り誌。
古川交末氏
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Ｇ-８インターナショナルほか

で、澱粉やたんぱく質

などはそれぞれプドウ

糖やアミノ酸に分解さ

れ、固形分が液状化さ

れる。また、環境汚染

物質を分解し、無害化

することもできる。と

ころが臨界状態を越え

てしまうと、有機物は

C02まで分解されてし

まい、有川な資源とし

て取り出せなくなって

しまう。
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亜臨界水反応による下水汚泥の資源再生装置のデモ運転を実施

　廃棄物処理設備機器の輸出入・販売等を手がけ

るG-8 INTERNATIONAL TRADING㈱など

は、亜臨界水反応を用いて下水汚泥などの有機系

廃棄物を再資源化する装置［Ｍリサイクルマシー

ン］（ＭＲＭ）の製品化の目途がついたとして、

１月13日、神奈川県綾瀬市の㈱森鉄工所本社工

場で下水道関係者などに向けたデモンストレー

ションを実施した。会場には国土交通省下水道部

のほか下水道公社や関連メーカーなどから50名

を超す見学者があり、関心の高さを表していた。

またＭＲＭは、すでに中国では本格稼働に向け

た準備も始まっており、国内外での普及拡大が期

待されている。

　ＭＲＭは亜臨界水反応を川いた廃棄物資源再一生

装置で、少ないエネルギーで効率的に再資源化・

無害化を行うもの。G-8社ではプラスチックなど

無機系廃棄物の再資源化も可能としており、汎用

性の高さも特徴だ。

　ＭＲＭの原理的な核となるF亜臨界水反応」と

は、水か高温・高圧下で液体でもなく気体でもな

い「臨界」状態にいたる前段領域（～374℃、～

22MPa）での水を用いて処理対象物を分解するこ

と。高温・高圧下の

「水」に曝されること
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　亜臨界水技術の利点としては、①温度と水を制

御するだけでＭ応を進めることができる、②反応

速度が遠く処理11剔11jは15 --60分程度で大量処

理が可能、③環堵仮1¶l』'が小さく陵処理が容易-

など。亜臨界水反j､詞IU;n21･11jl･資源化・無害化でき

るのは､下水汚泥のほか食IIIIIlj借棄物､廂プラスチッ

ク、可燃性の一般・j･?;i ijSIII劇物などの有機性廃棄

物全般。また重金丿唄l･1に'l)いでI』:II､|慮質や石灰の

存在下で納品無II!1化処理｡か･I｣･能｀i･｀あるため、下水

汚泥を肥料化する際の大きな課題であった重金属

の問題も解決できz､とい･y。

　MRMI.j:、バ･9チ式の圧力容器とボイラー、役

人ホッバ･･-などで梢成されるコンバク】ヽな装置。

200℃前後、2MPaの亜臨界水(温度、圧力は処

理対象や用途によって調整する)を利用して、下

水汚泥や食品廃棄物などの有機性廃棄物や廃プラ

スチック、汚染土壌の無害化一再資源化を行うこ

とができる。焼却工程がないことから、ダイオキ

シン類やCO2、亜酸化窒素の発生がない。また、

高温申圧処理のため環境ホルモン物質などのさま

ざまな微量有害物質を分解でき、痢原菌やウイル

スの破壊もできる環境安全性の高さも特徴の一つ

図亜臨界反応の領域

０ 100 200 　　　3()0

温度けり

400 500
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・ ＭＲＭの煮艶缶（内容量:2.3�）

■下水汚泥をホッパーから投入（今回は手作業）

　　　　　　■処理前の脱水汚泥

だ。そのほか、メタン発酵の前処理として使うこ

とでメタンガス回収量の大幅向上にもつなげられ

るという。投入エネルギーが少ないため、標準処

理量２ｍ３の１回当たりの処理コストは3､000円

程度で、時間も１時間程度と短い。システム構成

がシンプルなため建設費用も焼却方式等より大幅

に低減できる。また、ＭＲＭによる肥料や飼料に

はアミノ酸など有川な成分が多く含有されている

ことも確認されているという。

月刊下水道Vol､34 N0.3

■処理終了を待つ見学者ら

　ＭＲＭの実用化に向けて共同研究にあたってき

た松井三郎京都大学名誉教授は、「資源植原は農

業と結びつかなければ成立は難しい。（下水汚泥

を無害化して肥料化できるＭＲＭは）循環型社

会の構築に貢献する国産技術」とアピールすると

ともに、下水汚泥を埋立処分していることで土壌

の二次汚染が深刻化している中国での活用につい

て、「処理済み“汚泥¨に枯草菌や乳酸菌、放線

菌など有用微生物を放つことで良質な有機肥料と

なる。現地での採算性も確認できており、商売と

して十分に成り立つ。私が最終目標とする“医食

農同源社会”形成に向けてＭＲＭの普及に期待

したい」と語った。
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今､日本･下水道界も｢ﾄﾞﾗｯｶｰに学べ｣
事異なれば則ち備え変すー

【今月の教訓１】

《経営学の父》といわ

れたドラッカー(故人)。

｢経済的(政治)窮乏(貧

困)は悪｡会社(下水道)

の目的は顧客(住民環

境)を創造｣(郷顔)

で家族そろ･）IC･11‘り､II･馴丿鼎し、早々に届けられた

釣2､800枚の年賀状に11をiiす。

　その作|加列Iに目り･ソカ‥の経営学を、裁い

がたい現政府のありﾉJIべl、･酉偏気味の下水道界の

運営に活かすべき」などの他4､こ|･以涸･、都道府県

別普及率番付表掲示に｡1:Z､ﾄﾞ水辺の立､磯向上」や

|:l】年前、住民と’I卿�しﾉ:j ･､‘ビ‥ル1ヽ’水道の啓蒙

を振胴jU､べぎ」なと’があ･jだ。

　　人生でも役に壹安|徊ッカー思考」

　さてドラッカー思考が､､昨夏、就任したばかり

のアルベルト・ザッケローニ監督（57皇・イタリア

出身）の指導と交差したのは次の多くの点である。

　ドラッカーは、出発点を「会社の目的は利益追

従でなく、社会や個人のニーズに応えるために存

在。まず､顧客を創造すること」と主張。ザック（愛

称）監督は「良き試合創造でお客さんに満足して

もらうことが第一義的だ」という。

　ドラッカーのこの言葉に、私はこれを下水道の

目的に置き換え、「顧客の住民の要望に応え、良

き住民環境を冑てること」だと主張してきた。

　ピーター・Ｆ・ドラッカーは、1909年（明治

42）オーストリアの首都ウィーンで生まれたが、

ドイツに渡り貿易会社に入社後1‾ハンブルグ大学

法学部に入学」。卒業後、フランクフルト新聞社

に就職後「大学で国際法を学び同士号を取得」と

言う、実践主義を貫いたことだ。

　ドラッカーは「組織は、個人の知識が最大限に

発揮」（トップの仕）｡」1･は、全体の焦点を合わせ、革

新すること」「りーダー-･は成功体験を共有させる」

「仕事･を人に?11てはめよJF弱みを克服して強みに

変える」「脅威を感じたら､そこにチャンスもある」

「人は」11大のW」‘i。健康と幸せで、働き甲斐・や
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環境資濃研究所‐高顧問｛児建設省下水道部擾・ｴ李↑･士｝中本　至（郷韻）

　ザック日本のア杯優勝どドラッカー思考

　【今月の教訓１】の似顔絵は、いま書店に多く

の著書が並べられ、あらゆる階層で読まれている

目ヾラッカー（2005年に96歳で逝去）」の姿である。

　さて、日本はサッカーのアジア・カップ最終日

の１月29日（日本では30日夜半）に囚縁のカ

タール首都ドーハで、ライバルのオーストラリア

（世界26位）と戦い、海跡的に延長の末、交代し

た李忠成のゴールで１づ）となり優勝した。

　私は、全試合をつぶさに分析。私の頭の隅にあ

る「ドラッカー思考」が、この日本チームの戦いに

随所に活かされ、歓喜の勝利につながったと思う。

　過ぎ去った私事で恐縮だが、元旦に恒例の《国

旗日の九》を玄関先に掲げ、家族揃って共に西方

の霊峰富士山を礼拝。その気高き姿に感動し、た

だちに次の一句を詠んだ。

　初富士や乾坤に雲寄せ討けず（郷顔）

　この意は「日本の訪れる富士山を目の前にして、

いま真摯に日本の将来を思考する時、政界・経済

界に随所に覆っている暗雲を払って、諸事に臨む

べきである。下水道界もまた然り」である。

　その後、和敬静寂の気持ちの中、濃茶の初点前
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る気を出させる」「予期しない失敗に変化の察111」

などを主張。

　これに対してザックは、17歳までサッカーに嵌

まり込んだが、肺･炎でプロを断念。しかし、サッ

カー指導者として、利かん坊の多いイタリアチー

ムでコーチとして鍛錬し「人心掌握術」を得た､I‘有

名な選手IIでない監督である。

　今回は、ドラッカーの「社会生態学」を学んだ

ごとく「試合中、全体の流れを掴tr」「控えの選手

の適性を熟知Ｌ、日替わりヒーローを出す（麻也、

伊波野、細貝、決勝の李忠成など）」「ミスしても

使う」「選手を労わる（成田到着で､不出場の権田、

森脇に優勝杯を持たせ先頭に）」などの「和と信念」

に徴した。

　日本の政治家・下水道人もこの童譜を持たない

と、国民・住民に愛想を尽かされるだろう。

　管政府は「事異なれば庶ち備え変ず」を

　１月14日、菅首相は今回の国会代表質問の答

弁で、終始「マニフェスト優先の子ども手当、高

遠遊料金の無料化、農家個別袖償なと･への予算重

視から公共事業予笥の減額」を強調Ｌた｡

　この答弁に､紀元前3･|lj:紀の人｛韓非｡･f･｝の「事

異なれば即ち備え喩ず」を引川したか。「時代の

流れ、国内外の状況がilト｡･f･くれは、ぞ･ji l､’iil･･l

る準備も変えるべき」の深い意味があ乙。

　今回の内閣改造で「民主党政策はli1回い|のり|

謝野経済財政相、『疲れたから止め乙ロ･jMa人

臣を辞任した老齢の藤井官房副長‘171‘の勣川1､』、民

主党の人材不足と言わざるを得ない。

　いま、「国債の格下げ発表」「TPP（環ふ･1哨41=1

済連帯協定）対応」など、国内外情勢が変じてい

るのに、経済に全く疎い菅首相の「国民に媚をり‘11

るぱら敷き予算」の継続はダjだ。

　ドラッカーの言う「トップの仕事は、全体に焦

点を合わす革新」が、全くなっていない。

　現在、就労対策、施設の老朽化対策、地方のイ

ンフラの遅れ、地方の活性化、災害対策・復旧、

また、日本海側の雪害などに供する下水道事業を

含む公共事業の必要性を全く無視している。

　遅れた下水道の普及に供むた「檻仙&|

　【今月の教訓２】は､大相撲協会の番付表でなく、

「都道府県下水道普及串番付表」である。

　図らずも旧知の広島市の元下水道関係幹部の方

から、この番付のコピーが送付。仰天した。

　昭和56年（1981）、私が建設省下水道部の公共

下水道諜長の時、基準係長の高巣強さん（九州地

建河川関係から）が、私にF現場での市民対応か

ら、各県の普及率の格差是正に、相模番付表の下

水道版を作って配布Ｌてみたら効果があると思い

ます」と特ちかけてきた。

　直ぐに私が書き上げ、下水道協会で全国配布。

　高巣係長の発想はドラッカーだった。「顧客が

何を求めるのか」を察知したのである。

　この香付表は、全国地方公共団体・議会・住民

にも配布されたが、ある県議会で資料として議員

に配られたところ、議会で下水道整備推進の叱咤

激励が入り、普及効果があ･ったという。

　東の横綱東京都66％（21年度末99.2％）、前頭

のどん尻は島根県1％（4（）｡9％・全国42位）、佐

賀県1％（48.8％・36位）だった。現在の下位は

徳島県13.9％（表では８％）である。

都道府県の下水?MUM17

圖圖
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【今ljの教訓２】

下水道普及牢番付表は元建設省若手が創作。

F昭和57年（1982）頃、下水道整備は都道府県の

格剱丑正のこの啓蒙活動は受けた」（郷顛）

月刊下水道vo1.34 N0.3 63



　特筆は滋賀県で、下位（５％）が、流域下水道

整備と市町村の努力で（７位・85.4％）になった。

　　啓蒙効果のあった「アピール下水道」

　【今月の教訓３】の絵は、岡山県笠岡市の元下

水道関係の方から「カブトガニの絵と、アピール

下水道の話の年賀状」が届き、それをもとに画い

た。

　30年ほと瀧の住民への下水道啓蒙活動を思い出

した。その頃、市町村から「春採湖を汚れから守

る（釧路市）」「杜の都の水源《釜房ダム》を守る「佃」

台市）」「鮎川にアユを戻す（日立市･絵参考）」「県

都浸水防衛（宇都宮市）」「天然記念物のミヤコタ

ナゴ復活（本庄市・絵参考）」「古都鎌倉の七里ケ

浜浄化（鎌倉市）」「サンショウウオを守る（箱根町）」

「カブトガニを守る（笠岡市・絵参考）ｊ「ａの海の

潮干狩りを保存（ly賠市・絵参考）」など20ほど

の提案がなされた。

　住民主体のこの要望に「下水道の効果歴然とし

た箇所には、重点的に予算付けして喜ばれ、わざ

わざ住民の方々が御礼をおっしやるために建設省

を訪れてこられた思い出もある。

　その頃、先述の高巣係長など日本下水道事業団

にも従事･した九州出I身の児玉大善、国師信一、下

川進一、井手上康弘さんらレアメタル的存在の方

の発想力は、下水道啓蒙の貢献が大きい。

　また､昭和60年頃には､９月10日（下水道デー）

に、これらの方のアイデアにより、有楽町に出て、

元SKD（松竹歌劇団）の美女と共に、黒川弘企画

課長、辻栄一公共下水道課長、橋本定雄東京都下

水道局長らと街頭で猛烈な啓蒙もしている。

海外進出と「亜臨画康治の汚泥資源化」

　今、海外への下水道技術の展開が積極的に進め

られている｡｢ベトナムと協力強化へ覚書締結｣｢横

浜市か下水道の技術の国際戦略拠点ハブヘの招

致｣など活動が活発になった。がしかし、｢ｨ可の

商品を売り込むのか｣を優先させるべきだ。

　ドラッカーは｢組織の顧客の創造には､マーケティ

ング・イノペーションカ憚業のカギ｣と言っている。

64

　私は口目I句、III吻川県の綾瀬市内で興味ある

｢イノベ‥シ｣ンの実証I没佃の説明会｣に参画。

　このljM発機‘器は||幽iﾐ点反応(水温度約374℃・

圧力220気1･IE以|･｡で、液体でも気体でもない状態

になる)を応用して、200℃・20気圧の亜臨界状

態で、下水汚泥などの有機系廃棄物を再資源化す

る装置(MIJ号イクル。･♂シーン(ＭＲＭ))｣だ。

　私も以蹟から、:1割り順一ｉ経営のあり方と化学

肥料使用の経済分析･(゛、倣IIIIのﾄﾞ水汚泥等の肥料

化を検討しその有利性を､i斟ヽてきたが、この装量

は少ないエネルギーで効･帽|勺な|･1資源化が可能

で、低コス】ヽ、短時間での処J'ltができるようだ。

また牛鶏糞などはもちろん、石膏ボ･-ドなどの無

機系の|劈Njl;|化･6 11｣‘能である｡

　､1鴇|】は本誌60 --･6μl･でも紹介されているが、

｡ﾆの発|りjの原点か熊本の個人で、それをＧ－８イ

ンターナショナル・トレーディング(宮代知直氏)

が対｣おして､米中など７ヵ即(中国企業とタイアッ

プ)で特許出願中とのこと。このようなイノベー

ション的発明の輸出は極めて有効だ。

　この支援者には、松井三郎京都大学名誉教授も

｢循環型社会の構築に貢献する｣と、明言されて

おり、説明会には国交省・神奈川県一地方公共団

体の幹部や稲盛悠平福島大教授、松下潤芝浦工大

教授、主要企業も参加されて、関心度の高さを示

した。私も早期実用化に協力したい。

　　　　アピール下水道の側(lss2邨)

（縦７湖糾

　　　　　　　　　　　　潮干狩り（白杵市）

【今月の教ll3】

下水道･に住民参画を促したアピール下水道。

「昭和58年、下水道の効果（例：笠岡市海岸にカブ

トガニを繁殖）を住民認識のために創設」（郷顔）

月|:りﾄﾞ水道vo1.34 N0.3
―
‐
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